




















































































く分布す る糠)1種 ギ ン ドロ(ウ ラジロバ コ
ヤナギ)PopulusalbaL.と考 え られ,そ の
地でな じみ深い樹が直接 アレンジされている。
法隆寺 山中羅漢 図(図4)に おいては,同 じ
広葉 樹で も奈 良盆地 に多 く見 られ る一 位樫
(図5)が ア レ ンジされた ら しい ことが,葉
や幹の特徴か ら推定で きる。
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図1a十 号薬師浄土上部の山中羅漢図(輪郭線を補筆 して見えやすくしたもの)
図1b十 号薬師浄土上部の山中羅漢図
図2図1の 壁画右側人物の上
半身拡大。
顏を正面に向け,頭巾を
かぷ り 合掌する形の修
行僧の痕跡と考えられる
図3敦 煌323窟張騫西域出資図の部分(初唐)(関友恵氏の模写を
参考に,輪郭をCGでなぞり 葉の描き方を解りやすく図示 し
たもの)
'
図4金 堂壁画七号壁上山中羅漢図の葉の部分の推定復元。「菊
花占」の葉の描法で復元可能。一位樫(イチイガン)なと
の樫(常緑樹)を思わせる表現である
図5一 位樫(イ チイガシ)
QuercusgilvaBlume.
(奈良公 園にて)
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